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平成 30 年度第１回班会議 
 

 

1. 日 時： 平成 30 年 7 月 12 日（木） 

 18時～19時 30分 

2. 会 場： 日本救急医学会事務所 

3. 出席者： 

  木村昭夫、田邉晴山、小井土雄一、 

 須崎紳一郎、齋藤大蔵、坂本哲也、 

 森村尚登、川前金幸、横田裕行 

            （順不同） 

 事務担当:廣瀬美知子 

           （全て敬称略） 
 

～議論した内容～ 

I. 本研究班の目的 

初年度の平成 30 年度は昨年度の特別研究

で得られた成果物から、開催会場毎の救

急・災害医療提供体制のモデルを想定した

うえで会場の診療所で使用するマニュアル

や手順書、病院で使用するマニュアルの策

定を行う。また、2019 年のプレイベントの

開催を踏まえ、可能であればテロ対応のシ

ミュレーション訓練を行う。また、支援病

院を対象とした BCP に関する研究も行いた

いと考えている。また、本研究班の成果物

は今後の大規模イベント時にも活用するこ

とが可能な、汎用性の高い救急・災害医療

提供体制のモデルをレガシーとして提示す

ることを、最終的な視野に入れている。 

II. 分担研究者における役割： 

1. 木村班（日本外傷学会） 

銃創、爆傷等の特殊外傷に対する

病院前の対応と院内対応についての

マニュアルを作成した。同マニュア

ルのブラッシュアップと前者につい

ては一般医家向けの対応マニュアル

作成も考慮する。 

2. 川前班（日本集中治療医学会） 

昨年度は会場周辺の ICU 病床の状

況、設備、対応可能な傷病者数等を

検討したが、今年度は小井土班や齋

藤班と連携し、多数傷病者への ICU

対応について研究をする。 

3. 小井土班（日本集団災害医学会） 

 多数傷病者の現場での使用する診

療録 J-SPEED のオリパラ版の普及に

向けた活動を行う。東京メトロと災

害テロを想定した訓練を行う予定で

あるが、その際は川前班や齋藤班な

どとも連携をする。また、病院テロ

を想定した BCP に関しても鳥取大学

本間教授を中心に研究する。 

4. 須崎班（日本中毒学会） 

 前年度は会場周辺の救命救急セン

ターや災害拠点病院の中毒患者の受

け入れに関する調査や医療資源につ

いて検討した。本年度は調査を全国

的に行い、サイトビジットも予定し

ている。また、化学テロ等の際の現

場対応に関するリーフレットを作成

することを検討している。 

5. 齋藤班（日本熱傷学会） 

 前年度の研究で専門的な治療が必

要な場合の熱傷に対応できる病床数

を 20年ぶりに明らかにすることが

できた。今年度は小井土班とも連携

し、多数の熱傷患者が発生した際の

分散搬送やそのフォローについて検

討をする。また、屋外の会場を想定

した雷撃症への対応も検討する。  

6. 坂本班（日本臨床救急医学会） 

マラソンなど屋外会場の実際が明

らかになったので具体的な熱中症対

応を提案する。さらに競技者への医

療対応をするスタッフへの応急手当

についての講習会をオリパラ組織委

員会からの要望に応える形で開催す

る。また、昨年度同様、外国人に対

する医療対応や法執行機関との連携

についての課題等を検討する。 

7. 森村班（日本救急医学会） 

 コンソーシアムの事務局機能を継

続すること以外に、主として都内を

1km～500m のメッシュ化をして、そ

れぞれの区画における傷病者が発生

した時の医療の質の評価を行う。そ

れにより、どの地区に医療資源を多

く投入すべきかを検討する材料とす

る。 

8. 横田班（日本救急医学会） 

前年度と同様、各班における議論

の進捗と調整、成果物の公表を担当

する。 

 

～今後の予定～ 

今回議論した内容と課題について各班

が検討を開始する。また、その進捗を各

班の総合情報共有のために次回の班会議

は本年 10 月後半から 11 月を目途に開催

する予定とする（文責：横田裕行）。

 


